
「一人ひとりが輝く元気な学校
ふるさと 赤阪小学校」

GIGAスクール構想は二年目の進化へ～

教育の個別最適化 ハイブリッド型指導の充実

千早赤阪村立赤阪小学校
（とうま ひろひこ）第３６代校長 當麻 裕彦

「一人ひとりが輝く元気な学校 ふるさと 赤阪小学校」というのが本校のキャッチフ

レーズで、職員室や学校のあちらこちらにも掲示されています。

「一人ひとりが輝く」とは、本校のすべての子供たちが学びやすい赤阪小学校であるこ

とが大切です。そして、わがふるさと千早赤阪村に愛着と誇りをもった子供たちであっ

てほしいと思います。これは、テーマとする目標です。

具体的には下記のように令和４年度の教育目標を設定しました。３本の重点目標の柱

を立てて、全職員が一丸となって、目標実現のためにこのような学校づくりを強力に推

し進めてまいります。



令和４年度 教育目標
千早赤阪村立赤阪小学校

校長 當麻 裕彦
本校のキャッチフレーズ

「一人ひとりが輝く元気な学校 ふるさと 赤阪小学校」
めざす子ども像

「強く」・「正しく」・「朗らかに」
元気な子 考える子 やさしい子 根気よく取り組む子 手伝う子 工夫して学ぶ子

令和４年度重点目標

GIGAスクール構想は二年目の進化へ■
教育の個別最適化 ハイブリッド型指導の充実
〇３観点に基づく学力の育成
授業形態が多様化したとしても変わることのない「知識・技能」「思考・判断・表現」

「主体的に学習に取り組む態度」の３観点に基づく学力を育む授業づくりに取り組む。
つけたい力を明確にして主体的・対話的で深い学びを実現する。
〇人材観・学力観・授業観のアップデートを
ＧＩＧＡスクール構想で次の時代に求められる人材観が変わり、そのために必要な学

力観も変わっている。それに伴う授業観のアップデートを行う。また、紙かデジタルか、体
験かバーチャルかの二者択一ではなく、状況に応じてよりよい方法を選択できるスキル
の育成を行う。
〇文科省「学習者用デジタル教科書活用事業」参加校としてデジタル教科書を活用し
た学習の工夫、クラウド学習ツールの活用した学習の工夫、ＡＩドリル等のソフトも活用し
ながら個別最適化された学び・双方向型学習・協働的な学びを充実させていくことで、
主体的・対話的で深い学びへとつなげる。
「ともに学び、ともに育つ」支援教育の視点を踏まえた学校づくり■
〇すべての子供が学びやすい赤阪小学校をめざして。
ユニバーサルデザイン【ＵＤ】に基づく「授業づくり」と「学校環境整備」
そして「学校体制・組織づくり」を進める。

〇「チームあかさか」で迅速かつ的確な情報共有で学校の強みを。
信頼される学校であるための組織的対応の日常化を全教職員で図る。

〇児童観、指導観の共有
少人数である事を生かし、一人ひとりに寄り添い、背景にある保護者の願いにも
配慮した「学級経営」「授業づくり」を行う。
教職員全員で全校児童の教育に関わる姿勢を基本にして、一人ひとりの児童の

教育的ニーズに応えられる学校体制の構築を心がける。

■地域学校協働本部活動・特色ある学校づくりの推進
〇「子ども育みボランティア」の発展に努め、学校と地域が協働して、学校教育における
課題に取り組む体制づくりを整え、地域の資源を本校教育に生かす取り組みを進め、
特色ある学校づくりを進める。

〇郷土である大阪府唯一の村、千早赤阪村に愛着と誇りをもつ子供たちを育むために、
歴史学習、自然、名所、旧跡に親しむなど郷土にちなんだ学習を積極的に行う。

〇少人数、小規模のメリットを生かした教育活動を展開し、特色ある学校づくりに努め
る。


